
との間に挿入される可能性のある語句 節 には、以下のようなものがある。

{
①名詞 句

}
②形容詞 句

③副詞 句

④不定詞 句

 ⑤分詞 句 ～

⑥前置詞句

⑦ 節

⑧疑問詞節

⑨ 節

⑩関係詞節

それぞれの働きの可能性を整理してみよう。

まず基本的にこれらの文中での働きは、以下の２つのいずれかである。

⒈形容詞的にを説明 修飾 している。

⒉副詞的に 又は文全体 を修飾している。

では上記の語句 節 が、具体的にそのどちらの働きをする可能性があるのかを見てみよ

う。

①名詞 句 …形容詞的にを修飾する。

 名詞+～。となる場合、「名詞」は、と同格で、「＝名詞」の関係になって

いる。「名詞」はの「身分」等の説明であることが多い。

－ －

その外務大臣の一人息子のジョンは、国際情勢にとても関心を持っていた

上の英文でも、 その外務大臣の一人息子

は、 の 身分の 説明 つまり とイコール関係 になっている。
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②形容詞 句 …を修飾する。

例を挙げてみよう。

他人に親切な人間は、周りの人から愛されるものだ

上の英文の 形容詞 が導く句 ～ は、 を修飾してい

る。

③副詞 句 …⒈形容詞的にを説明 修飾 している

⒉ 又は文全体 を修飾する。

を修飾している例を挙げてみよう。

副詞は、基本的に名詞以外を修飾するものなのだが、以下のように副詞が直前

の名詞  を修飾する例も、 数は少ないが 中にはあるのだ。

そこにいた多くの人が彼の反応にビックリした

を修飾している例を挙げてみよう。

ドアが突然開いた

以下の英文では は文全体を修飾している。

彼女は来るものと君が考えるのはもっともなことだ

④不定詞 句 …⒈形容詞的にを説明 修飾 している

⒉副詞的に 又は文全体 を修飾している

を修飾している例を挙げてみよう。

月面に足を踏み入れた最初の人間は、ニール・アームストロングだ
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 又は文全体 を修飾している例を挙げてみよう。

人々は行進がもっとよく見られるように、全員立ち上がった

⑤分詞 句 …⒈形容詞的にを説明 修飾 している

⒉副詞的に 又は文全体 を修飾している

を修飾している例を挙げてみよう。

そこで１時間待っていた男は、ついに泣き始めた

ついさっき 番線に到着した列車はロス発です

 又は文全体 を修飾している例を挙げてみよう。

この列車は 時に出発し， 時にロンドンに着きます

谷氏はアメリカで生まれたので英語がじょうずだ

ほおに涙を流しながら、その少女は母親に大声で呼びかけた

 又は文全体 を修飾する分詞 句 とは、分詞構文のことなのだが、その場合、上

例のようにカンマで区切られることが多い。

つまり

 分詞句 ～

という場合には、その分詞句はを修飾し、

 分詞句 ～ 分詞句がカンマで区切られている

という場合には、その分詞句は 分詞構文として  又は文全体 を修飾していると

見ればいい。
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分詞構文の場合、「時 ～のとき 」「理由 ～ので 」「条件 もし～なら）」「譲歩 ～けれど､

～にもかかわらず 」「同時 ～しながら 」「連続 そして～ 」のいずれかで訳すといい。

実際これは分詞構文に限ったルールではない。つまり、

 ～

と、 との間の 挿入部分がカンマとカンマ あるいはダッシュとダッシュ等 で

区切られていた場合、たいていはその挿入部分は 又は文全体 を修飾していると

見ていい。例外は挿入部分が名詞の場合くらい 名詞の場合は同格としてを説明・

修飾していることが多い。下の英文でも、 は と

同格になっている 。

うちの英語の先生のブラウン先生はボクのお気に入りです

⑥前置詞句…⒈形容詞的にを説明 修飾 している

⒉副詞的に 又は文全体 を修飾している

を修飾している例を挙げてみよう。

青い目をした女の子が私の方に近づいてきた

を修飾している例を挙げてみよう。

ナンシーは、通りの向こうから私に声をかけてきた

⑦ 節…形容詞的にを説明 修飾 している

 節 ～ となる場合、 節は「関係代名詞節」「同格節」両方の可能性があ

るが、どちらにしてもを説明 修飾 していると見ていい。特に「同格節」の場合は、

「＝ 節」の関係である。例を挙げてみよう。

彼がその試合に勝ったという知らせは私たちを驚かせた
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上例の 節は同格節である。「 ＝ 節」の関係になっている。

「同格節」を導く場合、「～という」と和訳をまとめるといい。

母が私のために買ってきたドレスは私にぴったり合う

上例の 節は関係代名詞節である。

「同格節」と「関係代名詞節」の見極め方は「同格節」を導く は接続詞な

ので直後に「完全な文」を導く。それに対し「関係代名詞節」を導く は

直後に「不完全な文」を導く。上例でも の後ろには の目的語が欠

けた「不完全な文」がきている。

⑧疑問詞節…形容詞的にを説明 修飾 している

これは、が のような名詞で、疑問詞節がそのと同格となる場合に起こ

りうる。「＝疑問詞節」の関係になる。「同格節」を導く場合、「～という」と

和訳をまとめるといい。

誰を議長に選ぶかという問題が彼を悩ませた

⑨ 節…⒈形容詞的にを説明 修飾 している

⒉副詞的に 又は文全体 を修飾している

を説明 修飾 するのは、 節が同格節となる場合である。その場合、

「＝ 節」の関係になる。意味は「～かどうか」と訳す。全体は「～かどうか

という」と和訳をまとめるといい。

彼女がその秘密を知っていたかどうかという疑問が 依然として 残る

節が副詞的に 又は文全体 を修飾する場合、「～であろうとなかろうと」

と訳す。

その一周旅行は徒歩であれ車であれ危険なものであろう
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節が との間で 副詞節となる場合は、上例のようにたいていカンマによ

って区切られる。

⑩関係詞節…形容詞的にを説明 修飾 している

例を挙げてみよう。

牛乳アレルギーの赤ん坊に牛乳を飲ませてはいけない
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